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第 一・ 章 緒 論
初生見の眼 は殆 んど全部速硯限 であ る（Steiger，H errnbeiser）。
じて就学期 に至れ ば速硯眼 は其 の割合 を減 じ正視が著 し く増加 し、
然るに年長
近視 も叉き斬
攻其の数 を増 して乗 る（H errnbeiser，H ess u．D iedlicbs）。学校 に於て は上級
に至 るに従い近硯の増 加す る外に全体お しなべて 年 々学 生生徒の近視の数が増
加する事は注目に慣する事で此等の関係は 文部省調査全図学校生徒近視眼累年
嘩較声を検すれば容易に条占る事が出来れ 、叉叫般患者に就ても田村孝一郎氏
等の統計成績 を検 して一 目瞭然た る ものが ある。 学校以外 に於 て も比較 的に文
化生朽 、近業 に従事す る轟 の多い者 は然 らざる もの に比 し 近視 を発す る事が多
レ、事が知 られてい る（足利陸 郎氏 、上野 直美氏 、田村孝叫郎氏等）。即 ち諸家 の
統計学 的観 察の結果 を綜 合す ると近眼 は多 く幼年期 よ り思春 期頃 に発生 し．身
体の生長 と並行 して進行 し、 其 の発育停止 と同時 に進行 も止 み或 る程度 に固定
する もので ある。而 も単 に年令的阿係の みな らず異の発生 、 進行 には環境 の影
響と殊に文化的生括換言すれぼ学校数育近莫従事等による宅横筋緊張の先進等
が之 を促進 す るもの であ る事 は疑 う余地が ない。 斯か る発生 関係 に もとす ぃて
所謂学校近視或 ぃは作美近硯な る名称が起つた もので 近菓が近視の原因 として
大tlな る関係 ある事が注意 され るに至つた。 併 し更 に考慮す る時単に近業 とか
学業持統のみを以つて 近視の原因 な りと断する事困難な場合 が少 く加 －。 即
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ち田夫野墟、未就学鬼童に高度近視を発見し、 又一眼正統にして一眼に高度近
視の存在 す る事等 の事実 は単な る近業 詭のみを以つ て 説明す る事 困難な る所 で
あ り、高度近硯者の兄弟姉妹 吟 も亦高度近視 を有す る者 多き事実 （山崎 帽氏三
傑かの予 ） は近視 中砂 くとも高度近視 の発生 に対 し、 近業 とは別に何等 か体
質的素 因が あ り、遺俸的関係の存在が認 められ る。 侍 文頭易度近視の全て を毛横
筋ト ヌスを以つて片づ けられ るか も叉問題で あ る。1913 年 S teig er は近承引と
関す る－一大論著 を発表 し近視の近業原因説 を根底 よ り否定 し其 の原因 を全部邁
倦に帰 着せ しめた。 彼の 主張 の可 否は別 として今迄殆 ど公理 の如 く思 はれて居
た近莫詭に警告を輿へた点及び近視の原因に対 し遭博学的研究の重要なる事 を
示した 点に於 て Steiger の斯学 に輿へた衝動 は劃時代的で あつ た と言つ て も過
言ではない、 Steiger 以後近視の原因に対する研究方針は一変 し邁博学的研究
が著 し く増加 し其の退樽 型式 の如 きも今 や確定 され ようとして居 る。 鉱＿し諸氏
の云 う如 く近視 は甚 だ度 々み られ る朗 の病気で ある 為其の偶然性 を除外 す る事
困難な点叉近視 は軽度の ものか ら 高度 の もの迄種 々の程 度 を示す もので あ り、
此の程度の羞を邁停学上如何に解決すべきか、又近視は漸次進石す る故に近視
の遺博程度 を云 々す るには年令 を も考 慮に入れな けれ ぼならない 等 の点 よ り近
視の遭 俸は極めて複雑に して困難な問題で ある。 故 に近視 の邁 俸 を研究 す るに
は多数 の家族 性就 いて統計的 に観察 しなけれ ばな らない。
夷に私が報告 しや うとす る二三の調査成績 は種 々の点に於 て 不完全で あ り、
輝停学的分野の極 く一端にすぎないが最近近視の家族性に就て 調査する盛会
を得たので此処に其 の統計学的観察の∵端 を述べた い と思 う0 く
第二葦調査成績及び考按
本統計の材料は長野市内一部 中学高等学校 男女生徒及び 短大生 計 100 0 名
中家族歴の明かな 791 豪族で其の方法は人数を以て単位とし、両眼 近 視 度 の
異る時は強い方を＼其 の歴 とし、 乱視又 は眼病の蔑視 カの 出で ぎる もめ は除 外 し
た。
伺近硯の程度は其の年令を考へ次表に従ひ高度中等度軽度に分数 した。
年令
2 1才以上 1 5才以上 1 4才以下
?? ?
6 ．OD 以上
3 ．OD 以上
3 ．OD 以下
4 ．OD 以上
∫
2 ．OD 以上
2 －OD 以下
3．OD 以上
一1・OD 以上 ＼
1．OD 以下
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〔勢 恥一節〕 路 視り家族性 に裁 て（第1表）
第 1 表 に よると中学校で は近視生徒34名中血族 （父 、母 、同胞） に近視の あ
る者22名 、即 ち64 ，71％ に近視 を証 明す る。 之 に反 し非 近視の生徒は 24三i名 あ
り、此の 中血族に近視 を有す る者66名即 ち 27・16ク右に当 る。 同様 に高等学校 に
於ては泳l祝着では54・16％、非近視着では 18・85％の割合で、叉短大生では近税
着では68・1畠％ 、非近視着 では 22・33％の 割合 で血族 に近視 を有 す る者が存在 す
る。総 桧査 人民に裁てみて も近視者 中血 族に 近視の ある者 60 ．57％ に比 し非近
視者 はその 22 ．41％ しか血 族に近視 を有 して居ない。 即 ち第 1 表 より近視者 は
非泳 脱着 に比 し血痕 に近視 のあ る者 多 く、 而 も此の関係 は近視魔 の強い程著明
とな る傾 向が 見 られ る。
第 1表 近視並に非近視眼者の血族、（父、母、同胞）に
於ける近視証明頻度比較
血族に近祓を有
する もの（実数）
???
高等 学 校
短期 大 学
総検査人員
???
?
??? 、??
正統＋速成
???
?
????? ?? ?? ???
正成＋遠祓
主丘
祓
軽度
中等 虔
高度
計
正成十遠視
聯菱
正視十遠視
j
＿＿ ＿叫 ，＿．〉＿＿＿上■＿ ．－＿ ▼＿，＿▼▼＿＿＿＿＿＿＿【 ＿
?
? ??? ? ?? ?
?? ?? ? ?? ???? ? ? ?? ?
被扱者級数
? ?????
?
? ??
、??
? ? ??? ??? ? ?? ?
33
22
8
63
1 53
－14－
? ?? ?? ??? ?
??
百 分 率
5 7 ．89 ±11 ．32
7 7．77±13．85
6 6 ．6 6
6 4 ．7 1土 8 19
2 7 ．16± 2．84
4 3 ．31± 9．68
6 6 ．66士11．11
7 5 ▲（幻
5 4 ．16± 7．18
1 8 ．85± 2．09
6 4．70±11．50
7 5 ．（X）
6 8 ．18上 9 ．90
2 2．33± 4 ．29
5 3・2 2 ± 昏．3 3
7 0 ．96± 8 ．15
7 2 ．72
6 0 ．57± 4 ．79
2 2．41± 1 ．58
〔第二節〕 血族囲係の分（第2表）
歯 脱眼着 を夫 々父、 母 ．両親 、一世代 同胞 のみに近視 を有 す るものに分類 し
たものが第 2 表である。 此の場合調査対象 となつた生徒のみが近視で他の同胞
に近視な き凄 食 も近視 同胞 として取扱 つた0 即 ち表 中同胞 阜ある偶 には患者 の
み、又は患者 と他の同胞が共に近視な る場合の例数 を記 入 し、 交 とあ る欄 には
患者 と父が共 に近視 な る場 合の例数 を記 入 した。 両親に於て も父の場合 と同
様セ ある。
第 2 表 血 族 関 係 の 分 折
? ?
?
胞
?
書芸 …盲
l
?「?
中
? ? ? ? ??
父
?
?? ?? ?
????
???
?????
???
????
?
?
?「
??
?
．?
??????
?
? ???
?? ?
? ???．?
?
2 3?????? 豊…；至
?
??
?? ?
親＋中＋強
??
??
?
父
8 1
母
同
3 1 5
三三：喜写l 王墓：認 ±謂 4・81
第 2 表を見 るに近視の 77．87％ が同胞近視で父或ぃは母が 近視 の ものは僅 か
川％内外に過ぎない0 此の囲係接近硯を軽度、中等度、強度．近視に分けて観
察した場合 も同様 であ る。
侍此 の園係 は誤差計 算 に より其の有意性 を見て も確で 層鷹 、中等度 、強度近
視に分 けて其 の有意性 を見て も強度近視 の同胞 と父問を除 き いづれ も同様で あ
る。併 し同胞 と父間 （強度）に於て も
ほとんど3 に近 い数字 を示 して 居る。
M i ～ M 望
／m箸＋ m 芸
4 4 で 2 よ り も大 で あ り
（ 但 し中等 度 、強度近視に於ては母 と慮 を
著と共 に近視 で ある場合 の例数 は 0 を示 し其 の 有意性 をみ る 事が 出来 なかつ
た0 注 目すべ 蕃事で あるが之 は（党人 も述べで いる様 に）恐 ら く母親 は近視で
あつて も眼鏡 をか ける事好 よない為 叉男子程其 の必要 を感 じな い矧 こ近 視が
見逃が され 易い鳥で あろ うと息はれ る。）
－．15▼－
誤差 計 算
〔 軽 ＋申＋張〕に於 ける同胞 と父問 の潔差計算
〔 軽 ＋中 十■強〕に於 け る同胞 と母問の誤差計算
軽度近 視に於 ける同胞 と父間 の誤差計 算
軽度近視 に於 ける同胞 と母問 の誤差計 算
中等度 近視に於 ける同胞 と父問の誤差計算
強度 近視に於 ける同胞 と父 間の誤差計 算
M l～ M 空
－／長汀】品す
＞3 ‥‥‥有 意
〆′す．両所 ‾
ご11 ．9 2 ＞3
7 7 ．8 7 一－ 2 ．8 8
－一一一＝ t －・－二＝二＝ ＝ －⊥＝1 7 ．12 〉 ごi
l ノ 4 ．0 9 ℡ ＋ 1 ．6 3 滋
8 2 ．2 5 一－ 1 1 ．2 9
1 ／ 4 ．8 7 2 ＋ 4 ．0 1 望
＝11．24 ＞三；
82 ．25 一－4 ．77≠こ＝＝＝－－－－＝＝ ＝1ご；・89〉3
、／4．断り－2．71望
＼
74．11′－935
ノ′ナ‾東宮ヰ 百二‾扇
＝5 ．′山＞3
6 3 ．63 ′～ 18 ．18扉扇扉＝2・ノi4〈三；
両親 に少 く同胞 に 多 く硯 はれ る始 き遺 俸 は劣性で あ る。 以上に より近祓が遺
侍す るとすれぼそれは劣性遺 俸に よる＼もの 1 如 く思われ る。
〔第三節〕 親子闇父子聞及び母子間の相関（第 3 表）
親 の近視が果 して子 に遺博 す るかに裁て 両者間 の相国関係 を相関係数 を求め
ることに よ り知 ろ うと試 みた。 相野係数〔r〕平均誤差〔m l・ノ並 に確 率誤差〔瓜・〕の
計算は次の如 く行つた。
r ＝－ a d－bc／御 前布両う
1－r2一
／n
1 － r 望
n
子
近
．硯
非
近
祓
親 硯J a  j  b l a ＋ b
粘親王c i d ．j c＋d
ヱ1a 十 C
】1
a ＋b ＋c ＋d ノ
?
（ P eaI・SOn J
??
???
???????? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ?
親子
?
?? ?
主正 成 i 45
非主丘祓
?
ズー 163 f 577
〔r〕
（6 5 ×5 3 4 ）－（6 1 ×1 18）
／i東京6 5 2 × 180 × 59 5
〔 Er〕
0 ．6 745 ×1 －0．252
／1 iテ「
＝＝ 0 ．2 7
＝0．0225
（ 45 × 53 4 ）－ （4 3 × 1 18 ）
・ l・／東苅緬 所「‾
0 ．6 745 ×
＝0 ．25
1－0．252庁＝…233
（ 17x634）－（18 × 11 8）
1 ／東京6 52 × 135 × 5 52
0 ．67 45 ×1 －0．162
l ／6 87
・ b O．16
＝0 ．02 5 1
子
近
＿純 血
非
近
Ⅶ碍」 g
l1
6 87
母
〔m r〕
1－ 0 ．2 7 空
l ／ 1 元 ‾‾‾‾
1－ 0 ．2 5 ℡
、ノ ‾ーラ面仙
1－ 0 ． 1 6 ℡
／頂
第3 表 親子間父子聞並びに母子間の相好
≡＝0 ．0 3 3 3
＝0 ．0 34 5
r ＝ 0 ．03 72
C d n m r E r
親子間の相関
父子間の相関
母子間の相関
???
?
?
?
?
??
?
?
?
。．27 仕。．。33S！±。．佗25】
0 ．25
0 ．16
…：：≡≡】…：：：≡：
而して r ＞3E r
鵬 一の時 雨著 聞に囲係が あ ると云へ る。冷此の際両親共 に近硯の
者は計算 より除外 した0 此れにより第 3 表を見ると親子臥 父子臥 母子間の
近視はそれ ぞれ阿係が あ る様 に思 われ る。
：〔第四節〕 同胞間の関係（第 5 ， 6 、7 表）
次 に近視が果 して劣性 に邁博す るか を見 る為の計算 を行 つてみね。 由釆 劣性
－ 17 ＿
ヽ【
遺俸病は邁俸家系中患者数の甚少の為只一個の家系に就て 患者出現の予期値を
得る事 は殆 ん ど不可能で あ り所謂 M assen statistik に依 らなけれ ばな らない。
しか も劣性遺俸病の 大部 分はヘ テロの天賦 か ら生れ るのであ るか ら 従つて一般
的な息者 の出現率 は金 岡胸 中の．1／4 に過 ぎない。 然 し一見 或 糾 ま＝兄 しか有 し
ない所謂 少数兄家庭 にあつ ては仮令素 質はあつ て も 未だ患者 を生むに到つてい
ない著が 多数有 るべ きであ るに もかか わらず 私共 は其 の選 択 に当つて患者 を少
く と も－一人 は もつ て い る もの の み を選 ん だ 為 そ こに 不 自然 な選 択 が 加 つ て 屠 り
此の材料選 択に 由来す る不 自然な数値 を修正 しな ければな らない。 私 はこれ を
Lenz の間接法に従い補正 し計算を・行つた。
即 ち先づ実測 に於て其 の家庭数 を n とし、 －一家庭 の同胞数 を S とし、見出 し
たる患者 の数 を r とすれば り印 は実測 に よつて得 られた 同胞全点 申に於 け る息
者の発 見率で あ る、 これ を p′とすれ ぼ p′＝
考へて p を患者発 見の理論上 の確率 とし q
れぼ次の関係が成 り立つ。
rSn
p ／＝
p‾（p 十q ）弓－ q弓
r  p
S n ‾ （p 十 q ）弓－ q 唱
rSn ，
を健喪着発見の 理論上の確率とす
然るに これ を確率 の捌か ら
p
1 － q 弓
p ＝p′（1 －q づ）
即ち もしそれが劣性遺 俸病で あるな らば 実測 に よつて得 られ る p ′に直 ちに
（ 1 －q q）を乗 ずれぼ予期 値p に近い値が得 られ る理 で ある。
（ 1－qq ）は S によ り定 まつ た値 を とるか ら之 を予 め計算す ろと次表 （第 4 表）の
如くな る。
???
（l－ q 弓 ）
D RxDR IRRxDR???????? ?
0 ．250
0 ．438
0 ．578
0 ．684
0 ．763
0 ．822
0 ．867
0 ．900
0 ．5（沿
0 ．750
0 ．875
0 ．938
0 ．969
0 ．984
0 ．992
0 ．996
㌔、
但し
q ＝
D RxDRの時は÷
R Rx加 の時ほ÷
A ． 両親共に近視でない時即ち D R x D R の時（第 5 表、6 表 ．7 表）
－18－
－◆
＼
弟5 表 軽近（D R x D R）
S
1
2
3????
?
n
1 1
9
5
8
9??
?? ?
r
1 1
1 1
8
9
1 6
4
7
2
?
P ／ p〆（ 1 － q 弓 ）
喜；………！ …‡…蓋 …ぎ
0 ．30801M ＝18 ．96 ％
0 ．281
0 ．355
0 ．222
0 ．200
0 ．250
告欝
J
±6・88％
：±0・96％
第6 表 中近（D R x D R ）
???
???? ??
?
P ／ p〆（1－q弓）
????????? ?
1 ．000
0 ．375
0 ．644
0 ．416
0 ．350
0 ．166
0 ．285
0 ．187
書手召還筆
第7 表 強近（比 ×D R）
?
r P ／
！。′。ヱ。り！
???? ???????????
??
1 ．000
0 ．333
0 ．250
0 ．300
0 ．333
；芸王琵慧 も
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上述の如き Lenz の間凄払により補正 した患者発見率は軽近、中乱 強近に
於て夫 々 18 ．699る、23 ．699る、22 ．329るであ るので是 を予期 値25％ と比改 す ると
申矧 ま 一1 ．319右、親近は 軍・68％ 、即 ち各平均誤差の 3 倍 よ り′トで あ るか ら先 づ
2 5％ と一致 してい ると見なす事が 出来 る。軽近如 6・31ウるの差 を示す ことは（平
均決差の 3 償 より大）軽近 その ものの性 質に 囲 し興味 あ る暗示を輿へ てい ると
言はなけれ ばならない。
B ． 父母何れか一方が近視の場合、即 ち R R x D R の場合に裁ては材料が少
いた め省略 した♂
／
抑 々近視 の退 俸訣 は其 の起始古 く D onders は既 に輩膜 の眼圧 に対 に対 す る
祇抗 力が薄 房看で伸展 レ易い素 質が遺侍 す ると唱へ S cIm abel も此 れ と同様 の意
見を持つ て居たが 殊に極端 な る遺 俸原因説 を固執 した のは Steiger で あつた0
氏は純正遺博学の立場か ら近業詭 を全 く否定 しメンデルの遺 侍浜別に支配 され
る一器 官の生物学的一変具現象 に外 ならない と主張 し O uetelet 以来の生物学
的法則 に立脚 して之 を説 明 しよ うとした。 而 して Sieg rist，V ogt，C lau sen ，
Ja b －10 n Sk i，F r an c e scb e tti，T r on ，S c h ee re r，B e tscIl，M dn c b ，丸壬o ta is，等 の
諸学者 は皆 Steiger の学説 を賛 じ又は之 を基礎 として近視の原 因等 の問題 を解
決しようとした のであ る。 か くして一時近柴 原因詭 を閉息 させ る程勢 を示 した
が、其 の後本学説 に依つて解明 し難い幾多の疑 点が 見 出され るにいた り遺俸詭
を重 んす る人 乍の中で も川上理一丸 W ib au t 等 に よ り近視 の邁俸性 のみを諭 す
るの非が指摘 された。
Claus甲 ，Jablonski，Crzellitzen，山崎氏等は恐 らく劣性邁俸ではないか と
報じ EIscbnig ，V ogt は優性遺俸詭を報 じた。 T scbering，W itte，上野直美
氏、田村孝一郎氏等の諸氏による諸統計的観察に於ては、軽度近視及び中等度の
近視 は内因た る遺 俸約束 因あ る者が生活様式 の誘 因に基 づき 後天的に発 病す る
もので あ り高度近視 は只濃厚 なる遺俸的 素因に依 り、 先天的若 し くは生後間 も
なく発生 し其の進行増進 は近業修学 、 其 の他生酒上 の影響 に殆 ん ど無 関係 にあ
ると結 論を下 し、 近視の発生 に対 しては文化的近発 と遺 俸的 素因の何れ もが園
係あるべきを説いたが、か 1 る考察の正当性に就ては近年遺停学的研究に依つ
て概ね説 明 され るにいた つてい る。例 へぽ Jablonski，Clausen，増 田隆氏 の研
究、又大槻額軋 鈴木敏氏等の調査に於て も近視の邁俸的関係を認め殊に其の
高度 な る程 遭俸的蹄係 強 く、 血族間に於ては両親の近視 よりも同胞近視の多い
と とを報 じてい る。伺 山崎憤氏 、 三保かの子氏 の研 究 も同様で ある○
以上 の如 く近視 の原 因に就 ては苗卿 昌へ られた 学 説極めて多 くしか も多数 の
統計的 雛祭や実験 的研究の鍵 を もつ て して も拾容 易に此 の秘 魔の奥底 を極 め得
－20－
ない状態にあつたが近時各方面の研究が綜合駒に検討された 結果成田解明の上
に一道 の光 明が 認められ るようになつた。 即 ち現今 多数 の学者 か ら賛 せ られ る
詭 と して は近視に は発病の素質が在 、り、 此 の素 質は本葬 メン′デルの遺 侍浜則 よ
り見れぼ射 陸の遼 博 をなす。 而 して父母 の両者 よ り近視遺 俸質 を うけた もの即
ち濃厚 な遼 俸質を 有す る個人は 生 まれ乍 ら若 しくは 生後間 もな く近視 を発生
し．其 の病変は年 と共紅著 し く進行 を来 し、 －10D ～ －20D 以上の高度 に迄達
す る傾 向が あ る。 又叫側的な或 いは稀薄な遺俸質 を侍へ られた個人は 生釆近視
を有 しな くとも身体 の発育 に従 ひ或 ひは亦何 か之 を誘発 す る如 き 機会に会 へぼ
除ろに近視 を発生 す る。 然 し其 の程度 は一般 に軽度 であ り高 々 －6D ～－8D 位
に止 ま り、 眼底の変性其の他合併症 を発 す る事 稀で今 日学 校生徒に多 く見 られ
るもの は是れで ある。此 の素 因あ る人に近硯を発 生 し若 し くは 進行の誘 因 とな
るもの は、祷 統的の近糞殊 に学校生 満であつ て文 化垂 括は近糞 を営 ま しめ る事
愈 々多 き関係上 、 少年、青 年期 に於 ける近 視の発 生は年 々其 の寧 を増 し、閲家
的大問題 とな りつ 1 ある理 であ る。 因 に両親 よ り全 く近視素 因を俸へ られない
者は如何 に誘 因に接 す る も近硯 を発 生 し難 い と云 はれ てい るが 特 に素 因な くと
も体 質薄弱が誘因 とな るといふ学者 もある。
次 に高度 の近視が 濃厚な る近視遠 俸質の保 有に立脚 す ると云上う尊か ら V er－
b agen，W o岬，L aqueur，Stilling 等の学者は近視の発生に 近親結婚の重要性
を認めていろ。 然 し此れに対 し畑文平氏は高度近視が血族結婚の家庭に多 く見
られ る事 は事実 として も血族結婚 自体が 高度 近視原因な りとは言ひ難 き事 は勿
論で只血族結婚が近視遺侍 質あ る場合此れ を 濃厚な らしめるもので あろ うと説
明してい る。
さて私の僅かな調査成績に於て も其の家族性、血族鰐係及び同胞間に就いて
の二、三の親祭に於て近視の遺俸的関係が 或る程度窺はれ而 も其れは近視が高
度にな る程著 明であ り殊に申近高 近に於ては 劣性遺停が認 められ叉軽近 も中近
高近 と邁停学 的に或 る関係 を有 す ることが推定 された。
I
第 三 章 近琴 の進行性 について
近視 の邁俸 に就 いて∴ よ り正確 に研究 す る創 こは年令 を考慮 にお き今後 如何
なる程度 に進行 す るか を考へ なけれ ぽならない。 即 ち近 硯の進 行性 に裁 て充分
なる知識 を必要 とす る。
（前述の近硯の分薪に当つてはか ゝる意味から 年令的園係を考慮に入れ其の程
度を分耕 した。）近 視の進 行性 に裁 て最 初に興味 あ る研 究 を発表 したのは1901年
P riestley Sm itb であ る。其 の後 W intink は 耶 rster，Pfarg， H eine，R o・
S Cb erI Se gg el，W eigelin 等 に よ り集 められ た材 料 と自己の材料 とを以 て各個
－21－
野細野野曙細＼
の近 視眼 の進行 曲線を重いて其の年令 に よる変化 を明際 に示 した0 以上の諸統
計に よると近視 は若年 中に大部分進行 す るものであ り、 共の進行度 は歳 を重ね
ると共 に減少 し且つ近視の発生 も年 と共 に減 少す ると0 叉 0・B k gv ad の統計
的敬察 に よると一般 に後天近視の発生及び進行が 身体 の発育 と並 行す る園係 上
幼年期 に於 て発生 した もの程進行 の程度 強 く、高度 に達 す る傾 向がみ られ る○
本邦に於ける報告としては草間要氏、畑文平氏、五十嵐力氏、官7 左右柿氏高
辻マサニ氏、三保かの子氏等は何れ も近視の進行性を認め10歳～20歳に於て進
行性 の ものが 多 く見られ （特 に16歳 ～18歳が進行率著明） この時親 を過 ぎ ると
反対 に停止 性の ものが増 加 してい ると論 じてい る0 叉大 山信郎氏 は学童 及び生
徒の身長成育 曲線が男女 別 に見て それ ぞれ近視の発育増加 の曲線 と一致 す るこ
と を認 め て 居 る。
進行 の速度 に就 ては三保氏 に よると、最高 山年間に 6D 増加 する ものあ るも
甚だ種 々で叉進行速度は年令的にも異 り、9 才一10才、11才、13才 及び18才が
最も高い進高卒を示 している0 倫此の他文部省の学校生徒近親累年比較表を始
め諸種の学校統計は皆近視の進行性に就て強調 している0
大塚任氏の調査では、眼鏡装用年令と現在近視度 との囲係に於て早 く眼鏡を
装 用 した もの、早 く近 硯になつた もの程 、現在近硯 の度 は強 くなつ てい る○ 此
の事 は既 に三條かの 子氏 も述べてい る所で ある0 文武村賢三郎氏 は近視の進行
度は年令よりも学校生括の年限に左右 され 中等虞以上の近視では脱島装用の影
響 を受 け るこ と砂 く、最 も影響 をを受 けるのは 1D 位 の窮度 の近視で あ るとい
つ て レー る。
私の得た調査成績 ：
材料は前述の学生、生徒1000名の調査対楼の申特に明際な解答を待た近硯者山
○四名を撰び（13才～20）才過去2年間に於ける近視の進行性につtlて親祭 した0
第 8 表
現在の状態
2 年前の屈折状態
準行 した も のl不変の もの
??????? 計
正成及び遠視 l 48
29
77
（ 74．04％）
27
27
（ 25．96％）
近親
計
??
48
56
104
（ 100％）
即 ち近視者10絹 中進 行 した もの 74・04％ 又全然進 行を見なかつた もの 25・96
％で軽減 した ものは一人も見られなかつ払 結局 2 年間に全体の74％が其の進
行を示 してい る0
＿ 22 －
次に多 くの近視が或 る時期 に其 の進行 性を停止 す る事 は臨林上 、 人の知 ると
ころで あるが此の点 につ いて正確 な知 見を得 る為 に 或 る年令 に於 け る進行 を見
せた者 と香の者 との数 を比較 してみた。一
．第 9 表 年令 と近祓の進行関係
年令 （才）
?
1 4 1 5 1（； 1 7 1 8 1 9 2 0
総 人 員
進 行 性 近 兢
非 進 行 性 近 祓
進行性近祓の百分率
1 4
1 2
2
1 3
1 1
2
8 5・7j 弧6
1 0
5 ヽ
5
J
5 0 ．0
1 0
6
4
6 0．0
2 1
1 6
5
7 6．1
2 0
16′
4
8 0 ．0
1 0
8
2
8 0 ．0
6
3
3
5 0．0
即 ち13歳～20歳 を通 じ総 じて進行性が認 められ 、 特 に13歳14歳18歳19歳 に於
て高 い進行寧 を示 して居 る。材料の囲係上年令的 には 13歳～20歳間 に於 け る部
分的敬察 にす ぎない魚中年 、高年層 に於 け る状態 は不明で あるが所謂少年 、 青
年期 としての若年層 に於ては諸家の報告例 と略 々同様な結果 を得た。
第 四 寒 路 括
以上近硯の邁俸的国係及び其の進行性に裁て これを統計学的に親祭 して見た
のであるが其の結果は近視の邁俸 、原因等の根本問題に閲 し何等特別な知見は
見出 し得なかつた。 これは私の研究法及び材料の選択が不充分な篤で もあ り、
理想的には 一般住民 に就て廣汎な材料 の上に精譜な 研究を遽行 すべきであろ
う。 然 し私 の僅か な材料 、 不完全な方法 に於て もよく近醍の遺倦 的関係 に裁 て，
其の一端 を窺 い得 た事 を満足 に思 うと同時に 、不適 当な材 料で もこれ を多数 に
集め る時は其処 に新 しい眞理が発 見 され ると云 う統計学上 の原 則 を信 じ今後同
様な研 究が行 はれた 駐に於て始 めて多少な りと も参考 になれば事 に思 う。
終 りに近硯の 遺侍的閑係及び 其の進行性に就てこれを長野市内一部中学、
高校、短大生男女100 0名中家族歴の明らかな 791 家族に就て （進行性に就ては
其の申近視者 104 名に就て）統計学的に観察 した結果以上の成績から次の結論
を待た。
〔1〕 近視の遺侍的関係に就て
① 近視著 舶 郎圧硯者 に比 し血痕に近視のある者多 く、而 も此の関係は近硬
度の強 い程著 明であ る。
② 近硯の過年数が同胞近硯で劣性遺俸なる事が推定 され特に中等度、高度
近視は劣性 邁倦が誼められた。 又軽度近硯に於て も遺停学的には中等度高度
近硯 と或 る関係 を有す るが劣性邁侍な る遺棒形式 は認 められ なかつた。 然 しこ
一 芸3 －
れは軽度近視 その もの性質 に節 し興味 ある 暗示 を輿 へてい ると云 わな けれぽな
らな い。
〔幻 近視の進行性に就て
調査対象となつた 13才一20才問に於ける近硯者に就ては過去 2 年間に過年数、
の74％が進行 を示 し、年令 的に も各年令 を通 じ進行性が謬 められ、13才14才18
才19才 に於て特 に高い進行牢 を示 してい る。
（本稿の作成に当り終始御援助を賜つた長野 日赤病院眼科諸先生及び貴重な材料を戴いた
信州大学教育学部附属中学校、長野商業高等学校並びに長野辟短期大学保健主任諸先生に
対し無 く感謝の意を表す） （1951．1．23）
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